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群⾺県における⾎圧の課題と取り組み 

⾼⾎圧は、脳卒中や⼼臓病、腎臓病などの疾患の

主要な危険因⼦であり、健康寿命の短縮、医療費の

増⼤にもつながる。群⾺県は他県に⽐べ、⾼⾎圧の

有病率が⾼いことが課題だった。そこで、公益社団法

⼈ 群⾺県医師会、群⾺⼤学医学部附属病院脳卒中・

⼼臓病等総合⽀援センター（略称：ぐんまのうしん）

が中⼼となり、産官学が連携し「元気県ぐんま家庭

⾎圧チャレンジ」を開始した。その中で、家庭⾎圧⽬

標値「収縮期⾎圧125mmHg未満」達成を⽬標に掲

げ、普及啓発に取り組んでいる。

群⾺⼤学医学部附属病院脳卒中・⼼臓病等総合⽀

援センター⻑の⽯井秀樹

先⽣は、「⾼⾎圧は、脳卒

中や⼼筋梗塞に限らず、

慢性腎臓病（CKD）や認知

症などさまざまな疾患の

危険因⼦となります。しか

し、⾃覚 症 状 が な い た め

⾒逃されやすいことが問

題です。ただし、⾎圧は簡

単に測定することができ

て、数字として治療効果が⾒えるため、健康意識を

⾼めるためにも、家庭⾎圧の測定を推進することは

重要だと考えます」と話す。

特集 : 群馬県渋川市

（左から）
伊勢 久美子様
渋川市副市長
川島 崇先生	
群馬県医師会 副会長／川島内科クリニック 院長
石井 秀樹先生	
群馬大学医学部附属病院 内科学講座循環器内科学分野  教授
脳卒中・心臓病等総合支援センター長
齋藤 章吉様
渋川市役所 育都推進部長

石井 秀樹先生	
群馬大学医学部附属病院 内科
学講座循環器内科学分野 教授
脳卒中・心臓病等総合支援セン
ター長

家庭血圧目標値「収縮期血圧125mmHg未満」
を目指した群馬県渋川市の取り組み
高血圧は、脳卒中や心筋梗塞などの要因となる国民病である。
群馬県は、全国的に見て高血圧の有病率が高いという課題を抱え
てきた。この課題に対し、同県では、家庭血圧目標値「収縮期血圧
125mmHg未満」を目標に掲げ、高血圧対策に取り組んでいる。
その中で渋川市では「渋川市家庭血圧チャレンジ」を開始し、高血
圧対策を強化している。群馬県および渋川市が展開する取り組み
についてお話を伺った。

［取材日：2025年 7月 15日］ ＊記事内容、所属等は取材当時のものです。 群馬県
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群⾺県医師会副会⻑で

川島内科クリニック院⻑

の川島崇先⽣は、「⾼⾎圧

は短期間では大きな問題

が起きないため、放置され

る⽅も少なくありません。

早いうちに、⾷事の注意な

ど⽣活習慣の改善をして

治療を開始することが⼤

切です。また以前は、⾼齢者の⾎圧管理はそれほど

厳格にしなくてもよいといった⾵潮が患者さんだけ

でなく医師の側にもありましたが、現代は80歳を超え

ても元気な⽅が多く、厳格に管理をすることで健康寿

命の延伸が望めます。ですから、医療におけるイナー

シャが起きないように医療者側も意思統⼀すること

が⼤切だと思います」と語る。

啓発については、⼀般市⺠と医療従事者に⾎圧管

理の重要性を知ってもらうため、「元気県ぐんま家庭

⾎圧チャレンジ」ポスターを作成（提供：群⾺県医師

会 後援：群⾺県 監修：群⾺⼤学医学部附属病院脳

卒中・⼼臓病等総合⽀援センター⻑ ⽯井秀樹先生）

し、県内のかかりつけ医、薬局に配布した。また、渋

川市の家庭⾎圧チャレンジでは、「家庭⾎圧チャレ

ンジリーフレット」を作成（群⾺⼤学医学部附属病院 

脳卒中・⼼臓病等総合⽀援センター）して、特定健

康診査（特定健診）の受診者全員に⾎圧測定時に⼿

渡し、また結果と共に送付する活動を⾏っている。

「渋川市家庭⾎圧チャレンジ」の取り組み

群⾺県の中でも、⾼⾎圧対策に積極的に取り組ん

できた渋川市では、第3期渋川市国⺠健康保険保健

事業実施計画（データヘルス計画）に基づき、ぐん

まのうしん、渋川地区医師会、渋川市が中⼼となり、

産官学、地域の先⽣⽅が協働する「渋川市家庭⾎圧

チャレンジ」を始動した。⽯井先⽣は、「ぐんまのうし

んが中⼼となる『元気県ぐんま家庭⾎圧チャレンジ』

の活動を県内各地域で推進したいという思いがあり

ました。渋川市はデータヘルス計画に⾼⾎圧の取り

組み⽬標値を掲げており、医師会の川島先⽣、中野

先⽣に事前にご相談し、産官学で⼀緒に取り組めな

いかとお声掛けさせてい

ただきました」と振り返る。

渋川市役所育都推進部

⻑の齋藤章吉さんは渋川

市が抱えてきた課題につ

いて、「渋川市は群⾺県平

均と⽐ 較して、脳 ⾎ 管 疾

患、⼼不全の死亡率、医療

機関への受診率も⾼く、ま

た、収縮期⾎圧140mmHg以上の割合が男⼥ともに

有意に⾼く、Ⅰ度⾼⾎圧以上の割合も増加傾向にあり

ます。脳⾎管疾患、虚⾎性⼼疾患の発症を防ぐため

にも、⾼⾎圧の⽅に適切な医療を受けていただき、

重症化を予防していただくことが⼤切です」と話す。

渋川市では、特定健診受診者に対し、Ⅰ度⾼⾎圧以

上の市⺠への啓発促進、受診勧奨、医師会所属の医

療機関による⾼⾎圧患者への適切な治療介⼊を推

進してきたが、本取り組みでは、その上でⅠ度⾼⾎圧

ぐんまのうしん君

家庭血圧目標値は
収縮期血圧125mmHg未満です!

『元気県ぐんま家庭血圧チャレンジ』 
あなたも始めませんか？

高血圧は自覚症状がすくないため

「気づかない」
「治療は必要ない？」と　　　　　　　　　　です。放置されがち

近年では、家庭血圧の重要性が高まっており、
高血圧の予防、管理に重要な値が

家庭血圧・収縮期血圧125mmHg未満とされています。

群馬県では、本年より『元気県ぐんま家庭血圧チャレンジ』と称し、
高血圧治療ガイドラインでも重視されている家庭血圧に着目し、目指すべき
目標値を明記しています。

気づいたらすぐに” かかりつけ医 “を受診しましょう！

群馬大学医学部附属病院
脳卒中・心臓病等総合支援センター長

石井秀樹

今回の健診でⅠ度高血圧
（収縮期血圧140mmHg/ 拡張期血圧90mmHg）以上
と判断された方は、速やかにかかりつけ医を受診しましょう。

群馬県医師会ホームページ　https://www.gunma.med.or.jp/

提 供 後 援

監 修

群馬県医師会 群馬県

群馬大学医学部附属病院 脳卒中・心臓病等総合支援センター長　石井 秀樹

ぐんまのうしん君

元気県ぐんま��（第�次）目標値は
収縮期血圧���mmHg未満です

群馬県の健康課題は

高血圧は、脳卒中・心筋梗塞の最大の要因です脳卒中・心筋梗塞脳卒中・心筋梗塞

目標値血圧以上の方は、
かかりつけ医を受診しましょう！

自宅や職場で血圧をはかりましょう。
塩分に気を付けて

適度な運動をしましょう！

早期受診血圧管理

その1
対策

その2
対策

高血圧
高血圧は のの最大最大ののの要因は、、脳卒中・心筋梗塞塞のの脳卒中脳脳卒中脳脳卒中脳脳卒中卒中卒中卒中脳卒中卒中脳卒中卒中脳卒中卒中脳卒中脳卒中卒中脳卒中卒中脳卒中卒中脳卒中・・・・・・・・・・心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗心筋梗塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞塞

高血圧高血圧高血圧高血圧で
す
！

川島 崇 先生	
群馬県医師会 副会長
川島内科クリニック 院長

齋藤 章吉様
渋川市役所 育都推進部長

石井先生は、「群馬県の形に似せた「ぐんまのうしん君」というキャラク
ターを作り、さまざまな取り組みに活用しています」と話す。

■「家庭⾎圧チャレンジ
      リーフレット」

■「元気県ぐんま家庭血圧
      チャレンジ」ポスター
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以上の⼈の割合と服薬なしの⼈の割合、医療機関

受診率の変化を検証する予定だ。

また、特定健診の結果からⅡ度⾼⾎圧と判明したに

もかかわらず、医療機関を受診していない市⺠には、

これまで受診確認・再勧奨は⾏ってきたが、さらに保

健師から電話での受診再勧奨を強化していく予定だ。

渋川市の取り組みの⽬標と今後の展開

渋川市は具体的な評価指標・⽬標として、特定健診

受診者のうち、⾎圧がⅠ度⾼⾎圧以上で服薬なしの⼈

の割合を開始時の54.7％より減少させることを短期

指標として、⾎圧がⅠ度⾼⾎圧以上の⼈の割合を開

始時の32.9％から減少させることを中期⽬標に掲げ

ている。その上で、⻑期⽬標として、虚⾎性⼼疾患の

⼊院受診率を開始時の10.6（件／千⼈）から5.8（件／

千⼈）に、脳⾎管疾患の⼊院受診率を12.5（件／千

⼈）から1.6（件／千⼈）に、年間新規透析導⼊患者数

を19⼈から10⼈に減少させることを⽬標としている。

渋川市副市⻑の伊勢久美⼦さんは、「⾎圧は体内

からのサインですので、⾒過ごすことなく早くに⾒

つけて治療することが⼤切です。⾏政の責務は⾼

⾎圧の重要性を市⺠に伝えていくことと強く認識し

ています。そのためには、

⾏ 政 だ けで なく医 師 会、

薬剤師会、専⾨医、産業界

など、さまざまな ⼈ たち

が、持てる知識と資源を合

わせて取り組むことが⼤

切です。⾏政の役割は市

⺠の声を聞いて、問題解

決のプラットフォームをつ

くり、前向きに取り組むためのムーブメントを起こす

ことではないかと思いますので、今後も真摯に取り

組んでまいりたいと思います」と話す。

⽯井先⽣は、「⼼不全に関しては、群⾺⼤学医学部

附属病院循環器内科とぐんまのうしんが中⼼となり

前橋市で『⼼不全の早期発⾒事業』に取り組み、その

成果を⾼崎市や太⽥市に広げています。本事業は、

県庁の⽅にも⾮常に協⼒いただいております。渋川

市の『家庭⾎圧チャレンジ』も将来的には、群⾺県の

他の地域に広げたいと思っています。渋川市役所

の⽅が⼤変協⼒的でありがたいです。本事業を、群

⾺県のみならず⽇本全国にモデルケースとして紹介

できればと思っています」と展望を述べる。群⾺県お

よび渋川市の取り組みの今後の成果が期待される。

伊勢 久美子様	
渋川市副市長

　⼀般社団法⼈ 渋川地区医師会会⻑で医療法⼈社団皆成会 中野医院院⻑の中

野正幸先⽣は、「渋川市は⾼⾎圧の有病率が⾼く、特定健診後のⅠ度⾼⾎圧以上

での受診や⽣活習慣の改善がなかなか進んでいないといった課題があります。

渋川地区医師会では、渋川市の取り組みと連動し、かかりつけ医により、家庭⾎

圧⽬標値『収縮期⾎圧125mmHg未満』を⽬指して、⽣活指導、薬物治療の介⼊

を進め、渋川市⺠の⾎圧管理を地域全体で⽀える体制づくりを⽬指しています」

と話す。

中野 正幸先生
渋川地区医師会 会長  
中野医院 院長　


